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● 1 日（金）　社会を明るくする運動（水光社津奈木店）
● 2 日（土）　ゆふいん源流太鼓つなぎ公演（つなぎ文化センター）
● 6 日（水）　キラキラ☆クラブ・母子健康手帳交付（改善センター）
● 9 日（土）　つなぎ朝市（グリーンゲイト広場周辺）
● 9 日（土）　前田瑠美チャリティコンサート（つなぎ文化センター）
●16日（土）　坂本善三と前衛の仲間たち展　四元会・熊本からの挑戦（美術館～９/６）
●18日（月）　くまもと・みんなの川と海づくりデー清掃活動
●20日（水）　キラキラ☆クラブ・母子健康手帳交付（改善センター）
●22日（金）　津奈木町童話発表会（つなぎ文化センター）
●24日（日）　《ＡＫＡＳＡＫＩ海想日誌》第３回ワークショップ（旧赤崎小学校）
●開  催  中     今岡昌子写真展トポフィリア　－九州力の原像へ－（美術館～７/５）

７月の行事【ご案内】

�

七夕飾りのお手伝い ― 津奈木保育園児七夕の飾りつけ ―（役場１階町民ホールに設置）



《緊急避難場所一覧》

※災害の種類によっては対象外となる避難施設です。避難
所を指定する際は有線放送などでお知らせしますので、避
難場所の確認をお願いします。

地 区 名 避難予定場所
第一避難場所 第二避難場所 第三避難場所

竹 中

つなぎ文化センター

津奈木小学校
浜 崎
桜 戸
染 竹
丸 岡
中 尾

津奈木中学校

古 中 尾
倉 谷
内 野
上 下 門
新 川

農業就業改善センター古 川
大 泊
川 内 津奈木中学校 つなぎ文化センター
町 中 農業就業改善センター小津奈木 Ｂ＆Ｇ体育館
日 当

赤崎漁村センター※ 旧赤崎小学校 日当高台（町道辻線）
日 添 日添高台（広域農道）
辻 平国コミュニティセンター※福 浦 福浦公民館 福浦高台

平 国 上 平国コミュニティセンター※ 平国小学校平 国 下

　

毎
年
各
地
で
大
雨
に
よ
る
洪
水
や
土
砂
災
害
、
暴
風
雨

に
よ
る
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
特
に

大
雨
や
台
風
が
発
生
し
や
す
く
な
る
た
め
、
十
分
な
警
戒

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
今
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
と
い
っ
た
よ
う
な
大
地
震
に
よ
る
被
害
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
は
、
一
人

一
人
の
普
段
か
ら
の
こ
こ
ろ
が
け
が
大
切
で
す
。
家
の
周

り
や
地
域
の
危
険
個
所
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、「
い
ざ
！
」
と
い

う
と
き
の
た
め
の
安
全
対
策
を
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

大
雨
・
台
風
シ
ー
ズ
ン
到
来

　
　
「
こ
こ
ろ
が
け
」
を
大
切
に―

災害への備え

あなたは大丈夫ですか？

非常用持ち出し品の準備
　風水災害だけでなく、地震などさまざまな災
害に備え、非常用品を準備しておきましょう。
食料は１人３日分備蓄するようにしましょう。

■飲食物（飲料水、軽食）　　　　■懐中電灯
■救急薬品（絆創膏、包帯など）　■ラジオ
■貴重品（現金、通帳、印鑑など）■ロープ
■ライター・マッチ　など

※
食
料
は
調
理
し
な
く
て

も
食
べ
ら
れ
る
非
常
食
品

や
レ
ト
ル
ト
食
品
、
缶
詰

な
ど
を
用
意
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

災害前にやっておきたい

４　ヵ条
一．危険箇所を知ろう

一．避難場所や避難方法を確認しよう

一．非常用品の準備をしよう

一．気象情報をよく確認しよう

　各地区ごとに指定された避難場所があります。左表を
見て、避難経路・避難場所を再度確認しておきましょう。

　災害が発生すると慌ててしまい、必要なものを忘れて
しまいます。避難時に最低限必要なものを確認し、準備
しておきましょう。

　大雨になったとき、あなたの家の周りは安全ですか。
家の周りや地域を見回って、危険な個所がないかチェッ
クしておきましょう。

　テレビ、ラジオ、町の有線放送などで気象予報、災害注
意報・警報などに気を配り、情報を収集しておきましょう。
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災害に備える！
　　　防災情報メールサービス

　熊本県では、災害に備え、地震や津波の情報、
避難勧告などの災害時の重要な情報をメールで
お届けする「熊本県防災情報メールサービス」
を無料で提供しています。ぜひご利用ください。
【配信情報】
地震・津波・火山情報、河川水位情報、気象警報、
避難勧告・指示など
【登録方法】
携帯電話から空メールを送信してください。登
録フォームが返信されるので、指示に従って登
録をしてください。
●メール送信先
　entry@anshin.pref.kumamoto.jp
※右記のＱＲコード
からも登録できます。
【問い合わせ先】
熊本県危機管理防災課
℡０９６-３３３-２１１８

山地災害

　山地災害が起こるとき、山の斜面や川の流れに変化が現
れます。雨の多い日などは山や川の様子をよく観察して、
山地災害の危険信号を見逃さないようにしましょう。

７つのサイン

斜面にひび割れができる

川の流れがにごり、
　　　　　　木が流れてくる

木が揺れたり傾いたりする

小石がパラパラ落ちてくる
雨が降り続いているのに、
　　　　　川の水が減る

斜面から水がわき出る

地鳴りがする

これらを見逃すな！

防災情報は
　　ここでチェック！

　インターネットによる防災情報の収集
については下記のサイトを参考にしてく
ださい。

熊本県統合型防災情報システム
　http://www.bousai.pref.kumamoto.jp

危険信号に気づいたり、危険を感じ
たら早めに避難しましょう。
災害が起こったら、すぐに１１０番
か１１９番へ連絡を！
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全
国
大
会
出
場
決
定

　
　
　
　

―
 

活
躍
す
る
津
奈
木
若
人
た
ち ―

　

第
39
回
県
高
校
総
合
体
育
大

会
（
高
校
総
体
）
が
５
月
末
か
ら

６
月
初
め
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
に

お
い
て
、
長
濱
弘ひ
ろ
き晃
さ
ん
の
所
属

す
る
開
新
高
校
が
球
磨
工
業
高
校

を
３
対
１
で
下
し
て
初
優
勝
を
飾

り
、
熊
本
県
代
表
と
し
て
全
国
大

会
へ
の
キ
ッ
プ
を
手
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
崇
城
大
学
空
手
部
に
所
属

す
る
北
岡
悠ゆ
う
き生
さ

ん
は
第
55
回
全
日

本
学
生
空
手
道
選

手
権
大
会
・
東
西

対
抗
戦
に
出
場
が

決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

文
化
部
門
で
は

秀
岳
館
高
校
の
雅

太
鼓
が
全
国
大
会

に
出
場
し
ま
す
。

雅
太
鼓
に
は
３
人

の
津
奈
木
町
出
身

者
が
所
属
し
て
お

り
、
各
種
大
会
だ

け
で
な
く
各
地
で

行
わ
れ
る
行
事
に

も
参
加
し
、
力
強

▲開新高校バレー部（長濱さんは前列一番右）

▲秀岳館雅太鼓の迫力ある演奏風景

く
も
軽
快
な
太
鼓
演
奏
で
地
域
を

盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
部
門
・
文
化
部
門
で

の
活
躍
を
見
せ
る
津

奈
木
若
人
。
全
国
大

会
で
の
さ
ら
な
る
活

躍
を
応
援
し
て
い
ま

す
。

※６月20日時点把握分

種　　　　目 氏名（地区名）

男子バレーボール 長濱　弘晃（平国下）

和太鼓

山﨑　聖矢（古中尾）

森山　晃太（中尾）

開田　早紀（日添）

空手（個人の部） 北岡　悠生（川内）

《全国大会出場者》

▲崇城大学空手部北岡さん
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行
政
相
談
委
員
を
務
め
て
こ
ら
れ
た

林
生
也
さ
ん
（
浜
崎
地
区
）
に
、
総
務

大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
９
年
に
行
政
相
談
委
員
と
し
て
委

嘱
さ
れ
て
以
来
、
14
年
間
と
い
う
永
き

に
わ
た
り
住
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。
５
月
31
日
に
行
わ
れ

た
感
謝
状
伝
達
式
は
、
長
年
の
功
労
に

対
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

林
さ
ん
は
平
成
23
年
３
月
で
退
任
さ

れ
、
現
在
は
林
田
和
幸
さ
ん
（
内
野
地

区
）
が
代
わ
っ
て
行
政
相
談
委
員
を
務

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　本年度も漁協青年部の主催で平国小学校
全児童と先生たちが津奈木漁協でヒラメ稚
魚の放流を行いました。今年は公益財団く
まもと里海づくり協会の協力で１千尾余り
の稚魚を提供していただき、昨年度よりも
多い４万１千尾が平国と合串の漁港に子ど
もたちの手で放流されました。
　当協会事務局の清田圭一郎さんからヒラ
メに関するお話を聞いた後、稚魚をバケツ
に入れてもらい、子どもたちは「元気に育っ
てね！」などと声をかけながら海に放して
いました。

総
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

▲行政相談委員を務められた林さん

大きくなぁれ！
　　　ヒラメ稚魚を放流

　６月 13 日（月）、
津奈木中学校全生徒が
町の清掃活動を行いま
した。奉仕活動を通し
て、勤労や奉仕の大切

さを体験するとともに、地域に目を向け、奉
仕活動に対する豊かな心情と実践力を養う
ことを目的として行われたものです。中村神
社、あけぼの苑、文化センター、津奈木駅前
などに分かれ、ごみ拾いや草はらい、その他
清掃を行いました。生徒たちは汗をかきなが
ら一生懸命に取り組んでいました。

一日一汗で
　　　町をきれいに

▲稚魚を海に放す平国小児童▲中村神社を掃除する生徒たち
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発行所
津奈木公民館
芦北郡津奈木町
電 話 (78) ５４００番
平成23年７月１日発行

第３９９号
™右の題字は「徳富蘇峰さん」
の額を写したものです。

[ 公民館報 ]

平成23年度社会教育関係団体役員が決まりました

福田三継さんが表彰されました

　

平
成
23
年
度
社
会
教
育
関
係

団
体
の
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た

の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
各
団
体

と
も
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を

展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
一
緒
に
活
動
し

て
み
ま
せ
ん
か
。（
敬
称
略
）

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

会
長　
　
　

新
立　

和
市

　

副
会
長　
　

緒
方  

孝
光

　
　

〃　
　
　

濵
本　

純
男

　
　

〃　
　
　

野
﨑　

昭
子

　

監
事　
　
　

髙
見
嘉
司
満

　
　

〃　
　
　

吉
川　

美
子

　

事
務
局
長　

眞
野　

嘉
一

津
奈
木
校
区
婦
人
会

　

会
長　
　
　

石
田
ミ
サ
子

　

副
会
長　
　

塩
山　

順
子

平
国
校
区
婦
人
会

　

会
長　
　
　

福
山　

二
子

　

副
会
長　
　

村
上
眞
由
美

連
合
婦
人
会

　

会
長　
　
　

石
田
ミ
サ
子

　

副
会
長　
　

福
山　

二
子

　

書
記　
　
　

村
上
眞
由
美

　

会
計　
　
　

塩
山　

順
子

津
奈
木
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

会
長　
　
　

諌
山
卓
四
郎

福浦地区の福田三継さんが、去る６月８日に葦

北郡体育協会から葦北郡スポーツ功労者表彰を受

けられました。

福田さんは、平成２年から熊本県民体育祭に葦

北郡の水泳選手として 21回出場され、平成５年

から現在まで葦北郡水泳協会副会長として選手の

指導強化組織の発展に貢献されております。また、

津奈木町において、小学生の水泳教室を 21年間

続けられ、将来の人材育成のために大きく貢献さ

れています。 ▲葦北郡体育協会長から表彰状を受け取る福田さ
ん（写真左）

　

副
会
長 

宮
﨑　

明
義

　
　

〃 

鬼
塚　

久
司

　
　

〃 

若
島　

秀
美

津
奈
木
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

会
長 

坂
口　

法
久

　

副
会
長 

松
本　

修
平

　
　

〃 

寺
床　

浩
治

　
　

〃 

伊
藤
利
恵
子

　
　

〃 

山
下　

由
美

　
　

〃 

開
田　

 

剛

　
　

〃 

吉
野
美
穗
子

平
国
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

会
長 

長
濱　

勝
二

　

副
会
長 

福
山　

鉄
也

　
　

〃 

濱
田
佐
由
合

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

　

会
長 

諌
山
卓
四
郎

　

副
会
長 

長
濱　

勝
二

　
　

〃 

若
島　

秀
美

　

顧
問 

福
島　

恵
次

　

監
査 

濱
田
佐
由
合

　
　

〃 

開
田　

 

剛

　

書
記
・
会
計 

宮
﨑　

明
義

郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

　

会
長 
野
﨑　

浩
二

　

理
事 
坂
口　

法
久

　
　

〃 

伊
藤
利
恵
子

　

事
務
局
長 

坂
本　

輝
一

　

書
記 

塩
村　

理
恵
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[ 公民館報 ]

　東日本の想像を絶する地震・津
波の自然災害、原発の人的災害と、
その現実を前にします時、恵まれ
たいのちの尊さと、そのいのちを
守っていくことの難しさを痛感さ
せられます。現地の方々の絆が深まり、その絆が
力となって、掌を取り合い、必死に歩いておられ
る姿に、日本中・世界中から、掌がさしのべられ
ていることを有り難いと思いました。放射能汚染
から子供を守るためには労苦を厭わない親さんの
姿、尊いことです。
「生まれてきてくれてありがとう・生んでくれて
ありがとう」
　当り前ではなく、尊い縁の元に親子と成らせて
もらった喜びを、親も子も、生涯味わい続けられ
たら、さぞ良かろうと思います。教育現場を中心
にして、多方面に渡り、地域社会のみんなで見守
り・支えていくことの大切さを思います。私も微
力では有りますが、地域社会の一員として、励み
ますので、宜しくお願い致します。

肥
後
狂
句

〔
次
回
の
笠
〕

○
神
頼
み　

○
運
動
会

一
笠
一
句
を
八
月
五
日
（
月
）
迄

　
　

津
奈
木
町
教
育
委
員
会
へ

選
挙
カ
ー
初
め
て
マ
イ
ク
握
る
孫

　
　

声
は
み
ど
り
の
風
に
す
わ
る
る

　
　

寺
本
ツ
ル
ヲ

菜
種
畑
刈
ら
れ
し
あ
と
の
ひ
ろ
が
り
に

　
　
　

ア
マ
リ
リ
ス
の
赤
鮮
や
か
に
耀て

る

　
　

西　

滋
子

花
の
季
を
ひ
そ
か
に
君
は
逝
き
し
と
う

　

歌
よ
み
あ
い
し
日
は
と
お
し
く
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
田
浦
子

膝
折
り
て
身
低
く
お
声
か
け
賜
う

　

被
災
地
に
陛
下
老
い
ま
し
し
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
来
道
子

共
稼
ぎ

　

や
っ
と
子こ
ど
ん供
ば　

大
学
へ

く
わ
せ
も
の

　

た
だ
ち
に
影
響　

あ
り
ま
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

達　

生

短　
　

歌

つ
な
ぎ
短
歌
会

　

第
66
回
熊
本
県
民
体
育
祭
水
俣
市
・

葦
北
郡
大
会
実
行
委
員
会
で
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
は
場
内
整
理
、
会
場
案
内
、

救
護
な
ど
で
す
。
選
手
・
関
係
者
合
計

１
万
人
を
お
迎
え
す
る
、
水
俣
・
芦
北

地
域
で
は
12
年
ぶ
り
の
大
き
な
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
地
域
全
体
で
大
会

を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
、
よ
り
多
く

の
町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
活
動
期
間

　

開
催
日
（
９
月
18
日
）
ま
で

■
募
集
期
間

　

７
月
１
日
（
金
）
〜
31
日
（
日
）

■
応
募
方
法

　

①
住
所
、
②
氏
名
、
③
年
齢
、
④
電
話

番
号
を
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

第
66
回
熊
本
県
民
体
育
祭
水
俣
市
・
葦

北
郡
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

（
水
俣
市
立
総
合
体
育
館
３
階
）

℡
８
４-

９
１
８
８　

Fax
８
４-

９
１
８
９

- 田上智昭さんよりごあいさつ -

　この度、６月末をもって任期満
了により教育委員を退任すること
になりました。８年前に何もわ
からず教育委員を引き受けました
が、先輩の方々、教育関係の皆様
方にお世話になり無事に任務を終えることができ
ました。この間の教育現場の大変さを知ることが
でき、また、児童生徒の成長の早さに驚き、沢山
の経験そして勉強をさせていただき感謝申し上げ
ます。最後になりましたが、本町のますますの御
発展と子どもたちの成長をお祈り申し上げ退任の
御挨拶とします。８年間お世話になりました。

新旧教育委員から
　　　　ごあいさつ

-福﨑靖夫さんよりごあいさつ -

　７月から津奈木町教育委員が変わります。福
﨑靖夫さんが８年の任期を終え退任され、新し
く田上智昭さんが就任されます。

水み
な
あ
し芦
県
体

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　

ス
タ
ッ
フ
募
集
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県
・
水
俣
市
・
芦
北
町
・
津
奈
木

町
お
よ
び
地
元
経
済
団
体
な
ど
で
構

成
す
る
「
水
俣
・
芦
北
雇
用
創
造
協

議
会
」（
会
長　

熊
本
県
芦
北
地
域

振
興
局
長
）
で
は
、
厳
し
い
雇
用
情

勢
に
対
す
る
雇
用
対
策
の
一
つ
と
し

て
、
厚
生
労
働
省
の
地
域
雇
用
創
造

推
進
事
業
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）
の

委
託
を
受
け
、
本
年
７
月
か
ら
地
域

の
雇
用
の
拡
大
を
後
押
し
す
る
た

め
、
事
業
者
向
け
・
求
職
者
向
け
の

各
種
講
座
等
の
事
業
を
開
始
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
産
業
分
野
・
商
業

分
野
・
工
業
分
野
・
観
光
分
野
・
福

祉
分
野
の
５
分
野
を
地
域
重
点
分
野

と
位
置
づ
け
、「
事
業
者
向
け
の
雇

用
拡
大
メ
ニ
ュ
ー
」、「
事
業
者
・
求

職
者
向
け
の
人
材
育
成
メ
ニ
ュ
ー
」、

「
事
業
者
・
求
職
者
向
け
の
就
職
促

進
メ
ニ
ュ
ー
」
の
３
つ
の
メ
ニ
ュ
ー

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
事
業

○
雇
用
拡
大
メ
ニ
ュ
ー
（
事
業
者
向

け
）

▼
経
営
革
新
セ
ミ
ナ
ー

▼
高
度
溶
接
セ
ミ
ナ
ー

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
販

路
拡
大
セ
ミ
ナ
ー

▼
労
務
管
理
セ
ミ
ナ
ー

▼
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
技
術
高
度

化
セ
ミ
ナ
ー

▼
福
祉
事
業
所
の
企
業
診
断
コ
ン

サ
ル
事
業　

ほ
か

○
人
材
育
成
メ
ニ
ュ
ー
（
求
職
者
向

け
）

▼
直
売
所
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
研
修

▼
直
売
所
従
業
員
研
修

▼
企
業
経
理
・
経
営
分
析
力
向
上

セ
ミ
ナ
ー

▼
技
能
後
継
者
育
成
セ
ミ
ナ
ー

▼
ソ
ー
ラ
ー
取
付
技
術
向
上
セ
ミ

ナ
ー

▼
フ
ィ
ー
ル
ド
パ
ー
ト
ナ
ー
育
成

研
修

本
年
度
、
実
施

す
る
メ
ニ
ュ
ー

は
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
農
商
工
連
携
セ
ミ
ナ
ー

▼
パ
ワ
ー
商
品
づ
く
り
・
デ
ザ
イ
ン

力
ア
ッ
プ
研
修

▼
ネ
ッ
ト
販
売
構
築
と
商
品
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
育
成
研
修

▼
食
の
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

▼
オ
イ
ス
タ
ー
実
用
化
セ
ミ
ナ
ー

▼
健
康
食
品
海
藻
加
工
技
術
研
修

▼
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
特
別
講
座

▼
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修

▼
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
研
修　

ほ
か

者
の
雇
用
拡
大
を
行
い
な
が
ら
、
地

域
の
特
性
に
合
っ
た
人
材
を
育
成

し
、
雇
用
の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
後
、
各
種
広
報
を
通
し
て
セ
ミ

ナ
ー
参
加
者
の
募
集
を
行
い
ま
す
の

で
、
事
業
主
や
求
職
中
の
人
な
ど
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
就
職
促
進
メ
ニ
ュ
ー
（
事
業
者
・

求
職
者
向
け
）

▼
情
報
発
信
事
業
（
職
業
相
談
員
）

▼
ジ
ョ
ブ
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
（
福
祉

関
係
就
職
面
談
会
・
一
般
就
職
面

談
会
）

■
実
施
期
間

平
成
23
年
７
月
〜
平
成
26
年
３
月

■
問
い
合
わ
せ
先

　

芦
北
地
域
振
興
局
内
２
階

水
俣
・
芦
北
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

℡
０
９
６
６
‐
８
２
‐
５
５
７
２

水
俣
・
芦
北
地
域
の
総
力
結
集
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　

雇
用
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

つなぎ　2011.7 つなぎ　2011.7 ||   88



　デジタル放送への移行はお済みでしょうか。地デジを見るためには、
デジタルテレビに買い換える、または、チューナーを買い足すなどの
準備が必要になります。お近くの電気店などにご相談しましょう。

～地上デジタル放送受信のための支援～
　総務省では経済的理由で地上デジタル放送がまだ受信できない世帯を対象として次の支援を
行っています。該当する世帯は早めのお申込みをお願いします。
【ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯】
　支 援 内 容  ： 簡易的なチューナー１台無償給付＋訪問設置、アンテナ改修など（必要な場合）
　申 込 期 日  ： 7 月 24日（消印有効）
　問い合わせ先 ： 0570-033840（ナビダイヤル）
【市町村民税非課税世帯（世帯全員）】
　支 援 内 容  ： 簡易なチューナー１台無償給付＋電話サポートなど（必要な場合）
　申 込 期 日  ： 7 月 24日（消印有効）
　問い合わせ先 ： 0570-023724（ナビダイヤル）

※この支援による簡易なチューナーの給付について、費用を請求することは
ありません。

アナログ放送終了時のテレビ画面の変遷

アナログテレビ放送は、アナログテレビ放送は、
７月24日に終了します!!

７月１日以降

➡ ➡
７月24日正午以降 停波後

通常番組の画面上に終了日までの
カウントダウン等を表示します。
定期的に、全画面スーパーや

ブルーバック等の「お知らせ画面」が
短時間挿入されます。

７月24日正午から
ブルーバックの

お知らせ画面を表示します。
24時までに停波します。

７月24日24時までに
停波し、

この後は、映りません。
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今月のお知らせ

不
妊
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

　

不
妊
治
療
に
関
す
る
相
談
や
不

妊
に
よ
る
心
の
悩
み
な
ど
に
対
し

て
専
門
相
談
員
が
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

■
電
話
相
談

　

月
曜
日
〜
土
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
８
時
ま
で

■
来
所
相
談

　

毎
月
第
４
金
曜
日

　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

■
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

（
熊
本
県
福
祉
総
合
相
談
所
内
）

　

℡
０
９
６-

３
８
１-

４
３
４
０

※
来
所
相
談
に
つ
い
て
は
、
予
め

予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

介
助
技
術
講
習
会
の
開
催

　

Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常
生
活
動
作
）
を

行
う
た
め
の
工
夫
や
、
動
作
向
上

の
た
め
の
生
活
環
境
の
重
要
性

に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
す
。
福

祉
・
介
護
関
係
者
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
従
事
者
を
は
じ
め

一
般
の
人
も
無
料
で
受
講
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

８
月
６
日
（
土
）

粗
大
ゴ
ミ
等
の
特
別
受
け
入

れ■
日
時　

８
月
７
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

※
粗
大
ゴ
ミ
の
持
ち
込
み
は
有

料
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

住
民
課
住
民
班　

　

℡
７
８-

３
１
１
３
（
１
１
３
）

　

ご
み
処
理
場

　

℡
７
８-

２
５
８
４

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

　

県
が
指
定
し
た
医
療
機
関
に

お
い
て
、
特
定
の
不
妊
治
療
法

を
施
さ
な
い
限
り
妊
娠
の
見
込

み
が
な
い
、
も
し
く
は
極
め
て

少
な
い
と
医
師
に
診
断
さ
れ
た

人
を
対
象
に
治
療
費
の
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　

所
得
の
合
計
が
７
３
０
万
円

知
的
障
が
い
（
児
）
者
巡
回

相
談
の
実
施

　

知
的
障
が
い
を
お
持
ち
の

人
を
対
象
に
巡
回
相
談
を
実

施
し
ま
す
。
相
談
内
容
は
療

育
手
帳
の
新
規
申
請
（
対
象 

: 

３
歳
以
上
）、
療
育
手
帳
の

再
判
定
、
知
的
障
が
い
（
児
）

者
に
関
す
る
総
合
的
な
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
料

は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

■
期
日

　

８
月
26
日
（
金
）

　

※
面
接
時
間
の
指
定
は
で
き

ま
せ
ん
。

■
場
所

　

水
俣
市
役
所

■
予
約
締
切
日

　

７
月
22
日
（
金
）

　

午
後
１
時
半
〜
午
後
３
時
半

■
定
員　

２
０
０
人　
　

■
場
所

　

水
俣
病
情
報
セ
ン
タ
ー
（
水
俣

病
資
料
館
隣
）

■
申
込
方
法

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
①

氏
名
、
②
年
代
、
③
職
業
、
④
勤

務
先
を
記
入
の
う
え
、
左
記
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

　

６
１-

１
１
４
５

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

re
h
a
@
n
im
d
.g
o
.jp

■
締
め
切
り

　

７
月
31
日
（
日
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
（
担
当:

遠
山
）

　

℡
６
３-

３
１
１
１

就
学
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
学
校
、

中
学
校
へ
通
わ
れ
る
お
子
様
の
就

学
等
に
つ
い
て
、
不
安
や
お
悩
み

を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
に
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
相
談
会
は
、
お
子
様
の
学

習
や
生
活
全
般
に
つ
い
て
、
お
互

い
に
情
報
交
換
を
行
い
、
安
心
し

て
就
学
で
き
る
よ
う
開
催
す
る
も

の
で
す
。
ご
希
望
の
方か

た

は
７
月
21

未
満
の
御
夫
婦

■
助
成
費
用
等

　

治
療
１
回
に
つ
き
15
万
円
ま
で

※
１
年
度
目
は
年
３
回
、
２
年
度

目
以
降
は
年
２
回
を
限
度
に
、
通

算
５
年
間
（
た
だ
し
通
算
10
回
を

超
え
な
い
）
の
範
囲
で
助
成

■
必
要
書
類

　

①
申
請
書

　

②
受
診
し
た
医
療
機
関
か
ら
の

　
　

証
明
書

　

③
続
柄
の
分
か
る
住
民
票

　

④
御
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
額

　
　

を
証
す
る
書
類

■
問
い
合
わ
せ
先

　

水
俣
保
健
所
（
保
健
予
防
課
）

　

℡
６
３-

４
１
０
１

　

熊
本
県
子
ど
も
・
障
が
い
福
祉

局
子
ど
も
未
来
課（
母
子
保
健
班
）

　

℡
０
９
６-

３
３
３-

２
２
０
９

　

※
相
談
は
予
約
制
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課
福
祉
班

　

℡
７
８-

３
１
１
３
（
１
１
７
）

日
（
木
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
日
時

　

７
月
25
日
（
月
）
26
日
（
火
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
場
所　

つ
な
ぎ
文
化
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
班

　

℡
７
８-

５
４
０
０

東

日

本

大

震

災

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ブ

in
グ
リ
ー
ン
ゲ
イ
ト
広
場
開
催

　

３
月
の
東
日
本
大
震
災
の
復

興
支
援
を
目
的
と
し
た
、
地
元

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
に
よ
る
ラ
イ

ブ
と
、
グ
リ
ー
ン
ゲ
イ
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
を
中
心
と
し
た
飲
み
物
と
料

理
の
提
供
に
よ
る
パ
ー
テ
ィ
ー
の

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
チ
ケ
ッ

ト
と
飲
食
の
収
益
は
、
全
額
義
援

金
と
し
て
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
是
非
多
く
の
皆
様
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時　

７
月
９
日
（
土
）

　

午
後
６
時
30
分
〜

■
場
所　

グ
リ
ー
ン
ゲ
イ
ト
広
場

■
チ
ケ
ッ
ト
代　

千
円（
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年金TOPICS

問い合わせ先 八代年金事務所 ℡0965-35-6143 、 住民課住民班 ℡78-3113（113）

出張年金相談（予約制：0965-35-6123）  7/14（木）水俣市もやい館、7/15（金）芦北町役場
（年金事務所の職員が相談をお受けします）

障害基礎年金の受給者の中で
●20歳前に初診日のある障害により年金を受けている方
　（年金証書の年金コード上2桁が 63の方）  例：年金コード「6350」
●旧国民年金法による障害福祉年金からの移行（裁定替え）により年金を受けている方
　（年金証書の年金コード上2桁が 26の方）  例：年金コード「2650」

対象となる方には、年金事務所（年金裁定センター）から７月上旬に「現況届」が送付されますので、
必要事項を記入し、７月末日までに住民課住民班へ提出してください。現況届に併せて診断書を提出
しなければならない場合には、現況届欄のある診断書が送られてきますので、医師に記入してもらい
期限までに提出してください。傷病によっては、レントゲンフィルムや心電図などの添付を必要とす
ることがあります。
また、上記の年金を受け始めてから１年以内の方、年金が全額支給停止となっている方、および障

害の程度が変わったことにより受給額が改定されてから１年以内の方は、現況届を提出する必要があ
りませんので現況届は送付されません。
　ご自分で記入できないため、親族等代理の方が記入される場合は、受給権者の欄および加給年金額
対象者の欄をもれなく記入のうえ「代理人署名欄」に代筆者の氏名・住所を記入してください。 
※住民基本台帳ネットワークにより現況が確認された方についても「所得状況届」が送付されますので、
同様に提出が必要です。

対 
象 
者

７月は障害基礎年金の現況届提出月です

　現在お持ちのオレンジ色の「後期高齢者医療被保険
者証」（保険証）と「限度額適用・標準負担減額認定
証」の有効期限は７月 31日となっています。８月１
日からは郵送で送られる水色のカードをお使いくださ
い。オレンジ色のカードは８月１日以降に下記担当窓
口へお返しください。
※新しい保険証は裏面に臓器提供意思表示ができるよ
うになりました。意思表示をする際はボールペンで記
入してください。個人情報保護シールは下記担当窓口
に設置しています。

後期高齢者医療被保険者証等が
　　　　　　　新しくなります！

■問い合わせ先
　住民課保険班
　℡７８－３１１３（内線１１９・１２０）

《一部負担金の割合》

所　　　得　　　区　　　分 自己負担割合
市町村民税の課税所得が145万円
以上ある人がいる世帯の被保険者 ３割

上記条件に該当しない被保険者 １割

農業委員会委員一般選挙

■問い合わせ先
　選挙管理委員会事務局（総務課内）
　℡７８－３１１１（内線２１５）

　津奈木町農業委員会委員一般選挙を下記の
とおり実施します。農業委員は、農業者のみ
なさんを代表して農業振興に努めています。
より良い農業発展のために、ぜひ投票しま
しょう。
■告示日　７月５日（火）
■投票日　７月 10日（日）
■投票所

■期日前投票
　期間　７月６日（水）～９日（土）
　時間　午前８時半～午後８時
　場所　役場１階和室

第１投票区 つなぎ文化センター
第２投票区 Ｂ＆Ｇ海洋センター
第３投票区 赤崎漁村センター
第４投票区 平国コミュニティセンター
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町の人口と世帯数
（平成23年６月１日現在）
人口総数 5,270 （－   5）
（男） 2,478 （－  5）
（女） 2,792 （± 0）
世帯数 2,029 （±　0）

津奈木町ホームページ http://portal.kumamoto-net.ne.jp/town_tsunagi/

◎社会福祉協議会へ
【一般寄附】
水俣病被害者葦北の会
　　　　　　　会長　村上　喜治
【香典返し】
地区名　　喪主（届出人）故　人
浜　崎　　前坂　泰子　　澄男
中　尾　　森下　トシ子　榮藏
平国下　　上村　和典　　隆
日　当　　伊藤　ハスエ　嘉次郎
福　浦　　松﨑　榮　　　ミツ子
　以上の方から金一封をご寄附いた
だきました。ご意志に添い有効に活用
させていただきます。また、故人のご
冥福を心からお祈り申し上げます。
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らい がいわもとなかむら り こ

岩本  瀬海くん
（丸岡地区）

平成21年12月４日生まれ

パパ 光一朗さん　ママ 愛さん パパ 諒さん　ママ 優里さん

中村  莉子ちゃん
(丸岡地区）

平成21年７月21日生まれ

お兄ちゃんと仲良く
遊んでね。

すくすく元気に育っ
てね♥

パパから一言

ご寄附・ご芳志お礼
（敬称略） つなぎ美術館 Information

■会　期　7月16日（土）～ 9月 6日（火）
■会　場　つなぎ美術館 1階展示室
■観覧料　一般 300円　高大生 200円　小中生 100円
■主　催　つなぎ美術館、熊本県立博物館連絡協議会
■共　催　熊本日日新聞社

坂本善三と前衛の仲間たち展
四元会・熊本からの挑戦
　熊本が生んだ日本を代表する画家、坂本
善三の生誕100年を記念し、当館を含め県
内５つの美術館が連携を図りながら異なる
テーマと会期で展覧会を開催します。当館の
展示では、坂本善三の呼びかけによって結
成された四

しげんかい
元会（1950～ 65年）構成メ

ンバーの作品18点を紹介し、当時の熊本に
おける前衛表現の実像を探ります。

《ＡＫＡＳＡＫＩ海想日誌》
　　　　第３回ワークショップ参加者募集
■日　時　７月24日（日）午前10時～午後３時
■場　所　旧赤崎小学校
■対　象　小学生以上（小３以下は保護者同伴）
■参加費　無料　　※昼食をご持参ください。
■定　員　20人（先着順）
■問い合わせ先
　ＡＫＡＳＡＫＩ海想日誌実行委員会事務局（つなぎ美術館内）
　℡０９６６-６１- ２２２２

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
※臨時休館のお知らせ
　７月７日～８日は燻蒸業務のため美術館、モノレールともに
休館致します。

編集後記

　少しずつ暑い時期になってきまし
た。今年は節電の年ということで私
は家では扇風機ばかりの生活です。
気持ちだけでも風流になろうと思い、
扇子を愛用しています。それでもや
はり暑いものは暑い。夏は始まった
ばかりですが早く過ぎ去って欲しい
…と思ってしまいます。しかし、夏
はお祭りの季節。心がウキウキして
しまいます。これを楽しみに今年の
夏も乗り切りたいです。
　　　　　　　　　　　　（taka）

つなぎ温泉四季彩から
　　　　　休館のお知らせ
　トイレ改修工事のため休館いたしま
す。ご迷惑をおかけしますがよろしく
お願いします。
休館期間：７月５日（火）～７日（木）


